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的に定着している指標・基準を適用することで国内雑
誌をMyCiteだけでなく将来的にはWoSやScopusへの
採録に繋げていく意図があり、ウェブサイト内でも明
確にその狙いが記されている。このように、MCCの
設立とMyCiteの構築には、学術成果の可視化と雑誌
評価の普及を通じた国内の学術研究レベルの国際化が
見据えられている。
さて、MyCiteは引用文献データベースとして2つの
機能を有している。一つは雑誌の書誌情報および各論
文への全文アクセスである。これは書誌情報と各論文
の全文データを管理する文献データベースMyJournal
へ繋がり閲覧する仕組みになっている。検索窓にキー
ワードを入力するという今日では多くの人が見慣れて
いる形式で雑誌または論文を探すことができる。また
各雑誌の基本的な書誌情報だけでなく、当該雑誌に関
する問い合わせ先や投稿のガイドラインも参照するこ
とが可能だ。
もう一つの機能は引用データなどの指標情報の提供
である。 先に述べたとおり、 この情報にはWoSと
Scopusに倣った各引用指標が集計されている。収録
タイトル数は現在も限定的だが、タイトルごとの情報
が見やすくまとめられている。
●おわりに
『高等教育戦略計画2020』から8年後の2015年に『マ
レーシア教育計画 2015-2025』が発表された。これに
よると、2007年から2012年の間に国内の大学で発表さ
れた学術論文数は3倍に跳ね上がり、これは世界で最
も多い増加と記されている。また、引用数も2005年か
ら2012年の間で4倍に増えたという。また当面の目標
として、2025年までにクアレリ・シモンズ社による世
界大学ランキング（QSランキング）でアジア・トッ
プ25に1校、世界トップ100に1校、さらに世界トップ
200に4校をランクインさせることが掲げられた（参考
文献③）。今後も引用データを用いた学術評価の潮流
に乗っていく方針のようだ。
2017年2月の時点で、WoSにはマレーシアで刊行さ
れている雑誌が13誌収録されており、このうち人文学
または社会科学分野の雑誌は3誌のみである。これに
対して、MyCiteでは収録雑誌138誌のうち人文学カテ
ゴリーを付与している雑誌が33誌、社会科学分野が67
誌である（ 1タイトルにつき複数付与されている場合
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